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厚生労働科学研究委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 
委託業務成果報告（総括） 

 

全例登録を基盤とした臨床情報と遺伝子情報の融合による ATLL 予後予測モデル、 

発症前診断の開発と、ATLL クローン進化機序の解明 

 

  業務主任者:   下田和哉 宮崎大学医学部 内科学講座消化器血液学分野 
  
研究要旨 
本研究班は、研究参加施設より集積した成人 T 細胞白血病・リンパ腫（adult T-cell 
leukemia/lymphoma; ATLL）を対象として網羅的遺伝子解析を実施し、発症機構および病態
形成に関わる遺伝子異常に関する詳細な情報を得ることによって、臨床情報と遺伝子情報の
融合による ATLL 予後予測モデルの作成、ATLL の発症機序に重要なドライバー遺伝子変異の
同定、ATLL のクローン進化機序解明を目的としている。 
3 年計画の初年度である平成 26 年度は、業務主任者 1名、担当責任者 5名の体制で研究を
実施した。ATLL 症例における臨床情報と遺伝子変異情報の統合については、研究参加施設に
おけるATLL症例の全例登録と遺伝子解析が可能となるシステムを構築して集積したATLL症
例に対して全エクソーム解析を実施し、新たな予後予測モデルを作成するために必要な多数
の症例を効率的に解析可能とする標的シークエンスを行うための基盤となる網羅的な遺伝子
変異情報を得た。ATLL のドライバー遺伝子変異の同定については、ATLL 細胞において有意
に変異している 50 個の遺伝子を見いだし、ドライバー遺伝子候補に関して具体的なリスト
を作成することができた。また、ATLL のクローン進展解析を目的として、同一症例よりの経
時的な検体の集積、および遺伝子解析の体制を整備し、次年度以降の網羅的遺伝子解析によ
るクローン進化メカニズムの解明を可能とした。 

業務項目： ATLL 症例における臨床情報と遺伝
子変異情報の統合 
 
下田和哉 
 宮崎大学医学部内科学講座消化器血液学分 
 野 教授 
小川誠司 
 京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学  
 教授 
柴田龍弘 
 国立がん研究センター がんゲノミクス研 
 究分野 分野長 
宇都宮與 
 今村病院分院 院長 
日高道弘 
 国立病院機構熊本医療センター 血液内科  
 部長 
北中 明 
 宮崎大学医学部内科学講座消化器血液学分 
 野 准教授 
 
業務項目： ATLL のドライバー遺伝子変異の同
定 
 

下田和哉 
 宮崎大学医学部内科学講座消化器血液学分 
 野 教授 
小川誠司 
 京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学  
 教授 
柴田龍弘 
 国立がん研究センター がんゲノミクス研 
 究分野 分野長 
 
業務項目： ATLL のクローン進展の解析 
 
下田和哉 
 宮崎大学医学部内科学講座消化器血液学分 
 野 教授 
小川誠司 
 京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学  
 教授 
柴田龍弘 
 国立がん研究センター がんゲノミクス研 
 究分野 分野長 
北中 明 
 宮崎大学医学部内科学講座消化器血液学分 
 野 准教授 
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A. 研究目的 
 成人 T細胞白血病・リンパ腫（adult T-cell 
leukemia/lymphoma; ATLL）は極めて予後不良
の末梢性 T 細胞性悪性リンパ腫である。1977
年に行われた内山、高月らによる疾患概念の提
唱から既に 40 年近くが経過しようとしている
が、残念ながらその間に目立った治療成績の向
上は得られていない。この現状を打破するため
には、①各症例の的確な層別化を可能とする手
法を開発し既存の治療法の最適化を行うこと
によって予後を改善する、または、②従来とは
全く機序の異なる治療法を開発する、等のブレ
イクスルーが必要である。これらいずれのアプ
ローチも、その実現には ATLL の発症機構、病
態形成に関わる遺伝子異常に関する詳細な情
報を得ることが必須である。そこで、網羅的遺
伝子解析手法を用いて、1.ATLL 症例における
臨床情報と遺伝子変異情報の統合、2.ATLL の
ドライバー遺伝子変異の同定、3.ATLL のクロ
ーン進展の解析、を行うことが、本研究班の目
的である。 
 
1.ATLL 症例における臨床情報と遺伝子変異情
報の統合 
 HLV-1キャリアの生涯ATLL発症率は約5％程
度であるが一旦 ATLL を発症すると長期生存は
約 15％と極めて予後不良である。一方、少数の
症例に対しては化学療法のみでも長期生存を
達成しうることが報告されている。造血幹細胞
移植は ATLL に対して治癒を期待し得る治療手
段であるが、発症の高齢化に伴い血縁ドナーを
有する症例は少ない。非血縁者間移植の場合は、
移植実施までに一定の期間を要するが安定し
た実績がある骨髄バンクを介した移植と、速や
かに移植が実施可能であるものの、やや成績の
劣る可能性がある臍帯血移植の何れを行うほ
うが有益であるかは症例毎に異なり、その選択
は医療者を悩ませている。また、ATLL に対する
移植療法は高い治療関連死亡を伴うため移植
そのものの適用決定に苦慮することも多い。現
在日常臨床で使用可能な手法を用いて ATLL 全
体の治療成績を向上させるためには、短期間に
予後不良となる症例には臍帯血移植、それ以外
の症例には骨髄バンクを介した移植を実施し、
少数例存在する化学療法による治癒可能群（予
後良好群）には化学療法を継続するといった患
者の層別化に基づいた治療戦略の確立が望ま
れる。 
 本研究では、ATLL 多発地域である宮崎県の
全血液疾患診療施設と中・南九州の中核的診療
施設から前向きの症例登録を行い、臨床パラメ
ータと遺伝子変異パラメータを組み合わせた

より精度の高い ATLL 予後予測モデルの作成を
目的とする。また、研究参加施設内において、
染色体異常と予後に関する後方視的解析をあ
わせて実施する。 
2.ATLL のドライバー遺伝子変異の同定 
 ATLL 発症者の高齢化に伴い、患者の約半数は、
現在唯一治癒を期待しうる治療手段である同
種造血幹細胞移植の対象となり得ない。そのた
め、化学療法、移植療法以外の手法による ATLL
治療戦略の確立が急務である。とりわけ、近年
その可能性が広がっている腫瘍細胞に存在す
る遺伝子変異を対象とした分子標的療法は、次
世代の ATLL 治療戦略として極めて魅力的であ
る。 
 本研究では、ATLL 患者より得た腫瘍細胞の
ゲノム配列を解読し、ATLL にみられる体細胞
突然変異について初めての網羅的解析を実施
し、ATLL のドライバー遺伝子を同定するため
のカタログ作成を試みる。 
3.ATLL のクローン進展の解析 
ATLL の多くは、化学療法の終了後あるいは
化学療法継続中に、再燃、病勢の進行をきたし、
最終的に患者の死亡へとつながる。ATLL にお
いて時間の経過とともに起きるクローン進展
に関する知見は少なく、化学療法に対する早期
の耐性獲得メカニズムを知る上でも重要な課
題である。 
本研究において、われわれは研究参加施設で
治療を受けた ATLL 患者の再発時、再燃時に経
時的なサンプル採取行い、網羅的遺伝子解析に
よって ATLL におけるクローン進展の解析を行
うこと目的とする。 
 
B. 研究方法 
ATLL の実地臨床および臨床研究、悪性腫瘍
に対する網羅的な遺伝子解析の領域でわが国
を代表する専門家に研究分担者として参加を
得て、密接な連携のもとで共同研究を推進して
いる。 
 
1.ATLL 症例における臨床情報と遺伝子変異情
報の統合 
ATLL の全例登録： ATLL 多発地域である宮
崎県の全血液疾患診療施設と中・南九州の中核
的診療施設より前向きに症例を登録し、患者検
体の収集を実施する。 
網羅的遺伝子解析： ATLL 細胞を対象とし
た全エクソーム解析により、反復する変異、有
意に変異頻度が高い遺伝子を検索する。 
臨床情報と遺伝子情報の融合： 臨床パラメ
ータ、遺伝子変異パラメータ、選択された治療
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などと予後の関連を検討する。 
染色体異常が同種造血幹細胞移植に及ぼす
影響の解析：単一施設における後方視的解析を
行う。 
2.ATLL のドライバー遺伝子変異の同定 
本研究参加施設から得た ATLL 症例を中心と
した Discovery cohort（N = 50）を用いて、
50 例に全エクソーム解析、10 例に全ゲノム解
析、31 例に RNA シークエンス、50 例に SNP ア
レイ解析を実施した。これらの解析結果を基盤
として、別個に収集した Extended cohort（N = 
406）を対象として、321 例に 146 個の候補遺
伝子を対象とした標的シークエンス解析を、
406 例に SNP アレイ解析を実施した。 
3.ATLL のクローン進展の解析 
本研究参加施設において診断し、これまでに
診断時の腫瘍細胞に対して全エクソーム解析
を実施し得た ATLL 症例を対象として、化学療
法後の再発、再燃時に経時的なサンプル採取を
行った。また、新規に発症した ATLL 症例につ
いても、正常コントロールとしての口腔粘膜細
胞 DNA の採取を行い、全ゲノム解析、全エクソ
ーム解析によるクローン進展の解析を実施可
能とした上で、経時的なサンプル採取を継続す
る。 
（倫理面への配慮） 
患者検体の収集、遺伝子解析については、宮
崎大学医学部および参加施設において倫理委
員会の承認を受けて実施されており、匿名化に
よる個人情報保護等の人権擁護上の配慮、不利
益・危険性の排除、説明と文書による同意が行
なわれている。 
 
C. 研究結果 
1.ATLL 症例における臨床情報と遺伝子変異情
報の統合 
本研究参加施設より、これまでに合計 101
例の ATLL が症例登録され、臨床情報の集積と
網羅的遺伝子解析が進行している。そのうち
39 例について全エクソーム解析が終了した。
急性型 ATLL とリンパ腫型 ATLL では、1症例あ
たりそれぞれ中央値で 84.3 個、83.8 個の遺伝
子変異が存在していた。全エクソーム解析から
はATLLで有意に変異する遺伝子が15個見いだ
され、それらの変異について 1症例あたりの中
央値は、急性型、リンパ腫型ともに 3.2 個であ
ることが判明した。慢性型 ATLL とくすぶり型
ATLL では、全体の変異数の中央値はそれぞれ
70.3 個、25.5 個、有意な遺伝子変異の中央値
は、2.3 個、2 個であった。予備的な検討であ

るが、ATLL において有意に変異している遺伝
子について、遺伝子変異の数が多い程予後が不
良である傾向が認められた。また、未だ少数例
の検討であるため有意なデータではないもの
の、変異の存在が予後に影響する可能性がある
遺伝子も複数見いだされている。 
染色体異常が同種造血幹細胞移植の予後に
及ぼす影響については、14 番の欠失や 1q21、
5q、13p、15p などの構造異常と不良な予後の
関連が示唆された。 
2.ATLL のドライバー遺伝子変異の同定 
全エクソーム解析から、ATLL（全ての病型を
含む）では 1 症例あたり中央値 75.1 個の遺伝
子変異が存在することが明らかとなった。15
個の遺伝子について変異が有意に高頻度で出
現しており、ドライバー遺伝子の候補と考えら
れた。また、急性型 ATLL、リンパ腫型 ATLL に
おけるこれらドライバー遺伝子候補の中央値
は 3個であることが判明した。引き続いて実施
した 321 症例を対象とした標的シークエンス
解析からは、検討した 146 遺伝子のうち 50 個
の遺伝子が ATLL 細胞において有意に変異して
いることが明らかとなり、ATLL のドライバー
遺伝子同定のための網羅的カタログが作成で
きた。驚くべきことに、これらの遺伝子の中で
15個の遺伝子が10％以上の頻度で認められた。
また、ATLL で有意に認められる変異およびコ
ピー数異常を来している遺伝子に関して、その
遺伝子産物の機能に応じた分類を行ったとこ
ろ、 1. T cell receptor signaling/NF-kB 
pathway、2. G protein-coupled receptor、3. 
NOTCH and JAK/STAT signaling 、 4. 
Transcriptional regulation 、 5. 
Immune-surveillance 等の様々な経路に関わ
っていることが明らかとなった。また、ATLL
細胞において有意に変異またはコピー数異常
を来している遺伝子産物の約半数が、HTLV-1
の pX 領域にコードされ種々な細胞生存シグナ
ルを活性化することで細胞を不死化する Tax
と直接会合する、または Tax に関連する経路に
関与するものであることが明らかとなった。 
3.ATLL のクローン進展の解析 
これまでに研究班で症例登録を行い、既に全
エクソーム解析を終了した aggressive ATLL
のうち 2 症例から化学療法後の再発時検体を
採取した。また、全エクソーム解析を実施中の
症例からも 3 例の再発時検体が得られており、
今後、経時的検体集積を継続しながら再発時ク
ローンの網羅的遺伝子解析を実施し、ATLL の
クローン進展のメカニズムを明らかとする。 
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D. 考察 
1.ATLL 症例における臨床情報と遺伝子変異情
報の統合 
近年、予後に直結する新たな疾患特異的マー
カー検索のための遺伝子解析が広く行われて
いる。中でも腫瘍細胞に頻発する体細胞変異の
解析はシークエンス技術の進歩によって実施
が容易となりつつあり、一部の遺伝子変異解析
は既に日常診療で活用されている。さらに多数
の遺伝子情報を患者の診療に利用する試みも
行われており、骨髄異形成症候群においては、
遺伝子変異の情報を臨床情報に組み込むこと
によって既存の予後予測モデルをさらに改善
し得ることが、本研究班の研究分担者らによっ
て報告されている（Haferlach et al. Leukemia. 
2014）。本研究では臨床パラメータと遺伝子変
異パラメータを融合した、より精度の高い新た
な ATLL 予後予測モデルの作成を目的として症
例集積と遺伝子解析を実施している。初年度は
症例集積システムの構築と検体集積、次年度以
降に多数の検体を効率よく解析するための標
的遺伝子を決定する基盤となるデータを得る
ことが可能であった。次年度以降の研究によっ
て、ATLL の予後に直結し、その有無を知ること
が臨床的に有用な遺伝子変異の同定と、当該遺
伝子の情報を組み込んだ予後予測モデルの作
成が可能になると考えられる。 
染色体異常が同種造血幹細胞移植に及ぼす
影響の解析では、同種造血幹細胞移植を施行し
ていない ATLL 患者でみられた染色体異常と予
後との関連性が同種移植施行例では減弱して
いた。その理由として同種造血幹細胞移植療法
が、ATLL 患者の予後不良因子をある程度克服
している可能性が考えられた。 
2.ATLL のドライバー遺伝子変異の同定 
今年度、われわれは ATLL におけるドライバ
ー遺伝子変異を同定するための基盤となる網
羅的カタログ作成を行った。その結果、ATLL
において有意に変異している 50 個の遺伝子を
見いだした。これらの候補遺伝子産物の機能解
析を通して ATLL におけるドライバー変異の同
定を行うことが、ATLL の発症機序解明と新規治
療法開発につながると考えられる。さらに、こ
れまでの解析によって、変異遺伝子産物が様々
な細胞内情報伝達機構に関与していることが
明らかとなっている。とりわけ、変異遺伝子の
約半数が Tax 経路に関与していることの発見
は、ATLL 研究者にとって長年の疑問であった
「ATLL 細胞における Tax 発現低下の意義」に
ついて、1.Tax の発現抑制によるホスト免疫よ

りの回避、2.関連した遺伝子の変異に伴う Tax
経路の活性化による増殖優位性と腫瘍原性の
保持、という新たな仮説を提唱することにつな
がり意義深いと考えられる。 
3.ATLL のクローン進展の解析 
これまでに様々な悪性腫瘍について疾患の
進行や、治療の過程における“クローン進展：
Clonal Evolution”が研究されている。悪性腫
瘍のゲノムは化学療法に使用された薬剤（抗が
ん剤）によって著しい修飾を受け変化すると考
えられており、これが治療耐性クローンの出現
メカニズムの一つとみなされている。ATLL にお
いてクローン進展の様式を解明することは、治
療耐性メカニズムの一端を明らかとするのみ
ならず、疾患の経過によって治療の標的とする
分子を変更または拡張することにつながり、
ATLL に対する新規治療戦略の策定において、そ
の一助になると期待される。 
 
E. 結論 
1.ATLL 症例における臨床情報と遺伝子変異情
報の統合 
研究参加施設における ATLL 症例の全例登録
と遺伝子解析が可能となるシステムを構築し
た。ATLL39 例に対して全エクソーム解析を実
施し、今後、多数の症例を効率的に解析可能な
標的シークエンスを実施するための基盤とな
る網羅的遺伝子変異情報を得た。 
染色体異常と同種造血幹細胞移植後の予後
との関連性を明らかとするためにはさらに多
数例の解析が必要である。 
2.ATLL のドライバー遺伝子変異の同定 
 ATLL を対象として、網羅的遺伝子解析を
実施した。ATLL 細胞において 50 個の遺伝子が
有意に変異していることを明らかとし、ドライ
バー遺伝子を同定するための基盤となるカタ
ログ作成を行った。 
3.ATLL のクローン進展の解析 
ATLL を対象として、クローン進展のメカニ
ズム解明を目的とした検体集積、遺伝子解析体
制を構築し、検体収集と解析を開始した。 
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ATLL 症例における臨床情報と遺伝子変異情報の統合 

 
  担当責任者  下田和哉 宮崎大学医学部 内科学講座消化器血液学分野 教授 
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研究要旨 
ATLL に対する化学療法の効果は不良であり、造血幹細胞移植は一定の割合で治癒を期待で
きる治療法である。移植の時期および非血縁骨髄、臍帯血等のドナー細胞の適切な選択と、
少数存在する予後良好例に対する過剰な治療の回避のためには、個々の患者の予後を正確に
予測することが必要である。これまで ATLL に有用な予後予測モデルは存在しなかったが、最
近になってATLLに特化した予後予測モデルであるATL-PIとJCOG-PIが相次いで報告された。
両モデルは共に一定の精度で予後を予測することが可能であるが、前述の臨床決断に必要十
分な層別化を行うことは困難である。本研究では、より精度の高い ATLL 予後予測モデルの作
成を目的として、ATLL 多発地域である宮崎県の全血液疾患診療施設と中・南九州の中核的診
療施設から前向きの症例登録を行い、臨床情報と包括的な遺伝子変異情報の集積、解析を実
施している。未だ症例数は十分ではないが、これまでの解析によって遺伝子変異の数、特定
の遺伝子変異の有無が予後と相関する可能性が見いだされている。 

A. 研究目的 
HLV-1キャリアの生涯ATLL発症率は約5％程
度であるが一旦 ATLL を発症すると長期生存は
約 15％と極めて予後不良である。一方、少数の
症例に対しては化学療法のみでも長期生存を
達成しうることが報告されている。造血幹細胞
移植は ATLL に対して治癒の期待できる治療手
段であるが、発症の高齢化に伴い血縁ドナーを
有する症例は少なく、非血縁者間造血幹細胞移
植が行われる症例が増加している。その場合、
移植実施までに一定の期間を有するが安定し
た実績がある骨髄バンクを介した移植と、速や
かに移植が実施可能であるものの、やや成績の
劣る可能性がある臍帯血移植の何れを行うほ
うが有益であるかは症例毎に異なると考えら
れ、両者の選択は医療者を悩ませている。また、
ATLL に対する移植療法は高い治療関連死亡を
伴うため、移植実施の決定そのものに苦慮する
ことも多い。現在日常診療で利用可能な治療手
法を用いて ATLL 全体の治療成績向上を達成す
るためには、短期間に予後不良となる症例には
臍帯血移植を、それ以外の症例には骨髄バンク
を介した移植を実施し、少数例存在する化学療

法による治癒可能群（予後良好群）には化学療
法を継続するといった患者の予後による層別
化に基づいた治療戦略の確立が必要である。 
最近になって、我が国から ATLL に特化した
予後予測モデルである ATL-PI（Katsuya et al. 
J Clin Oncol. 2012）、JCOG-PI（Fukushimaet 
al. Br J Haematol. 2014）が相次いで報告さ
れ、治療前に一定の精度で患者予後を予測する
ことが可能となった。宮崎県内で2010年〜2012
年に発症した aggressive ATLL 患者コホートを
用いた検討によっても2つの予後予測モデルは、
ATLL 患者に対する層別化が可能であったが、化
学療法後の長期生存例を有効に抽出するほど
に予後を分離することは困難であった（図 1）。
また、臨床情報のみから得られた予後予測モデ
ルで予後不良と判定される例には全身状態が
不良な症例がより多く含まれており、それらの
症例が本当に移植療法の良い対象となり得る
かにも疑問が残る。そのため、腫瘍細胞の悪性
度をより強く反映すると考えられる遺伝子情
報による症例の層別化が重要である。 
われわれは、臨床パラメータと遺伝子変異パ
ラメータを組み合わせたより精度の高い ATLL
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予後予測モデルの作成を目的として、ATLL 多発
地域である宮崎県の全血液疾患診療施設と
中・南九州の中核的診療施設から前向きの症例
登録を開始し、臨床情報と包括的な遺伝子変異
情報の集積を行った。 

 
B. 研究方法 
ATLL の全例登録システム構築： ATLL 多発
地域である宮崎県の全血液疾患診療施設と
中・南九州の中核的診療施設から前向きに症例
を登録し、患者検体収集を実施する枠組みを作
成した。各医療機関は研究参加の同意が得られ
た ATLL（疑い）の症例について、確定診断目的
の HTLV-1 クロナリティ検索（サザンブロット）
実施時に症例を登録し、研究用検体の採取を行
う。全エクソーム解析の対象となる症例につい
ては、腫瘍細胞の採取と同時に正常コントロー
ルとして口腔内粘膜細胞からのDNA採取を行う。 
網羅的遺伝子解析： ATLL 細胞を対象とし
た全エクソーム解析により、反復する変異、有
意に変異頻度が高い遺伝子を検索する。 
臨床情報と遺伝子情報の融合： 臨床パラメ
ータ、遺伝子変異パラメータ、選択された治療
などと予後の関連を検討する。 
（倫理面への配慮） 
患者検体の収集、遺伝子解析については、宮
崎大学医学部および参加施設において倫理委
員会の承認を受けて実施されており、匿名化に
よる個人情報保護等の人権擁護上の配慮、不利
益・危険性の排除、説明と文書による同意が行
なわれている。 
 
C. 研究結果 
本研究参加施設より、これまでに合計 101 例
の ATLL が症例登録され、臨床情報の集積と網
羅的遺伝子解析が進行している。そのうち 39
例について全エクソーム解析が終了し、急性型
ATLL とリンパ腫型 ATLL では、1 症例あたりそ
れぞれ中央値で 84.3 個、83.8 個の遺伝子変異
が存在していた。全エクソーム解析の結果から
ATLLでは有意に変異する遺伝子が15個見いだ
され、それらの変異について 1症例あたりの中
央値は、急性型、リンパ腫型ともに 3.2 個であ
ることが判明した。それに対し、慢性型 ATLL
とくすぶり型 ATLL では、全体の変異数は中央
値 70.3 個、25.5 個、ATLL に有意な遺伝子変異
の中央値は、2.3 個、2個であった（図 2）。遺
伝子解析を完了した 39 例全体の予後は、50％
生存期間 14.7 ヶ月、1 年生存率 56.0％、2 年
生存率 33.6％であった。そのうち、急性型

ATLL+リンパ腫型 ATLL では 50％生存期間 11.5
ヶ月、1 年生存率 43.2％、2 年生存率 16.5％、
慢性型 ATLL+くすぶり型 ATLL では 1 年生存率
77.4％、2年生存率 60.9％であった。予備的な
検討であるが、ATLL において有意に変異して
いる遺伝子について、遺伝子変異の数が多い程
予後が不良である傾向が認められた（図 3）。
未だ少数例の検討であるため有意なデータで
はないものの、変異の存在が予後に影響する可
能性がある遺伝子も見いだされた（図 4）。 

 
D. 考察 
治療開始以前に患者予後の正確な予測が可
能となることは、その後の治療方針決定に極め
て有用であり、様々な造血器悪性腫瘍に対して
予後予測モデルが作成されている。悪性リンパ
腫に対しても病型毎に予後予測モデルが作成
され広く臨床に応用されているが、2012 年の
ATL-PI発表まで ATLLに特化した予後予測モデ
ルは存在しなかった。その後、JCOG-PI が発表
され、現在それぞれのモデルに対して日常診療
における有用性の評価が行われている。これら
2 つのモデルは、他の造血器悪性腫瘍の予後予
測モデルと同様に、年齢、PS等による宿主要因
の評価と、病期分類、検査データ等に反映され
る腫瘍要因（腫瘍量や疾患活動性）の評価によ
って成立している。これらのパラメータは日常
診療のなかで特別な努力をすること無く得ら
れるものであり、前述した 2つの予後予測モデ
ルは実臨床の場において簡便に使用可能であ
る。その反面、容易に得られる臨床データのみ
から症例毎の分子生物学的特性を十分反映し
た予後情報を得ることは困難である。 
近年、予後に直結する新たな疾患特異的マー
カー検索のための遺伝子解析が広く行われて
いる。その中でも腫瘍細胞に頻発する体細胞変
異の解析はシークエンス技術の進歩によって
年々容易となりつつあり、一部の遺伝子解析は
既に商業展開され臨床の場で活用されている。
これまで研究ベースでのみ実施可能であった
次世代シークエンサーを用いた解析も日常診
療への応用まであと一歩である。これらの遺伝
子情報を患者の診療に利用する試みも行われ
ており、骨髄異形成症候群においては、遺伝子
変異の情報を臨床情報に組み込むことによっ
て既存の予後予測モデルをさらに改善し得る
ことが、本研究班の研究分担者らによって報告
されている（Haferlach et al. Leukemia. 2014）。
本研究では臨床パラメータと遺伝子変異パラ
メータを融合した、より精度の高い新たなATLL
予後予測モデルの作成を目的として症例集積
と遺伝子解析を実施している。初年度は、症例
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集積システムの構築と検体集積、次年度以降に
多数の検体を効率よく解析する為の標的遺伝
子決定の基盤となる ATLL にみられる網羅的遺
伝子変異データを得ることが可能であった。次
年度以降の研究によって、ATLL の予後に直結し、
その有無を知ることが臨床的に有用な遺伝子
変異の同定と、当該遺伝子変異の情報を用いた
予後予測モデルの作成が可能になると考えら
れる。 

 
E. 結論 
研究参加施設における ATLL 症例の全例登録
と遺伝子解析が可能となるシステムを構築し
た。ATLL39 例に対して全エクソーム解析を実
施し、今後、多数の症例を効率的に解析可能と
するための基盤となる網羅的遺伝子変異情報
を得た。 

 
F. 研究発表 
1. 論文発表 
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Taki T, Abe T, Kiyonari H, Shimoda K, Ohshima 

K, Horii A, Shima H, Taniwaki M, Yamaguchi R, 
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activates PI3K-AKT signalling via PTEN 
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Nat Commun. 5:3393, 2014 

2) Maekawa K, Moriguchi-Goto S, Kamiunten A, 

Kubuki Y, Shimoda K, Takeshima H, Asada Y, 

Marutsuka K： Primary Central Nervous System 

Lymphoma in Miyazaki, Southwestern Japan, a 

Human T-Lymphotropic Virus Type-1 

(HTLV-1)-Endemic Area: Clinicopathological 

Review of 31 Cases. J Clin Exp Hematop. 

54:179-185, 2014 

3) Fukushima T, Nomura S, Shimoyama M, 

Shibata T, Imaizumi Y, Moriuchi Y, Tomoyose 

T, Uozumi K, Kobayashi Y, Fukushima N, 
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Tobinai K, Tsukasaki K: Japan Clinical 
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(JCOG0902A). Br J Haematol. 166:739-748, 

2014 

4) Xia H, Yamada S, Aoyama M, Sato F, Masaki 

A, Ge Y, Ri M, Ishida T, Ueda R, Utsunomiya 

A, Asai K, Inagaki H: Prognostic impact of 

microRNA-145 down-regulation in adult 

T-cell leukemia/lymphoma. Hum Pathol. 

45:1192-1198, 2014 

5) Chiba K, Shiraishi Y, Nagata Y, Yoshida 

K, Imoto S, Ogawa S, Miyano S: Genomon 

ITDetector: a tool for somatic internal 

tandem duplication detection from cancer 

genome sequencing data. Bioinformatics. 

31:116-118, 2014 
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Chiba S: Somatic RHOA mutation in 

angioimmunoblastic T cell lymphoma. Nat 
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M, Enami T, Yoshida K, Yanagimoto S, 

Shiozawa Y, Nanmoku T, Satomi K, Muto H, 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

 申請状況  特許庁出願済み 

 出願番号  特願2014-191287 

 出願日   平成26年9月19日 

 発明の名称 Ｔ細胞リンパ腫の検査方法 

 出願人   京都大学、宮崎大学 

 発明者   小川誠司、永田安伸、片岡圭亮、 

       下田和哉、北中 明 

2.実用新案登録 

 該当事項なし 

3.その他 

 該当事項なし 
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厚生労働省科学研究委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 
委託業務成果報告（業務項目） 

 
ATLL症例における臨床情報と遺伝子変異情報の統合 

 
副題名 染色体異常がATLに対する同種造血幹細胞移植に及ぼす影響 

 
    担当責任者   宇都宮與 今村病院分院 院長 

 

研究要旨：同種造血幹細胞移植を受けたATL患者の染色体異常が移植後の生存に及

ぼす影響について検討した。対象は当科で同種造血幹細胞移植を行った症例の中で

ATL細胞の染色体異常がみられた26名（男性13名、女性13名、年齢中央値54歳）で

ある。染色体数の異常は、性染色体の欠失（-X 5例、 -Y 1例）、-14番 5例、-10

番 3例で、構造異常は、14q 10例、7q 7例、4q、6q 、9qがそれぞれ6例に認めら

れた。14番の欠失は、移植後の全生存期間が短くなる傾向がみられ、1q21、5q、1

3p、15pなどの構造異常は、全生存期間を短縮する傾向が認められた。今回の検討

では、同種造血幹細胞移植非施行例で認められた染色体異常と予後の関連性が移植

施行例ではみられなかったが、多くのATL症例の解析で今後明らかにする必要があ

る。 

 

A．研究目的 

   成人T細胞白血病/リンパ腫（ATL）

は、強力な化学療法を施行しても予後不

良な疾患である。最近、同種造血幹細胞

移植によってATL患者の予後の改善が

得られつつある。 

ATL 細胞の染色体異常と患者の予後が

関連するという報告がみられる。しかし

ながら同種造血幹細胞移植を施行した

ATL 患者の予後と染色体異常との関連

性を解析した報告はみられない。 

今回、ATL 細胞の染色体異常が、同種

造血幹細胞移植を受けた患者の生存に

影響を及ぼすかどうかについて後方視

的に解析した。 

 

B．研究方法 

   2006年 6月から 2014年 3月まで

に当科で同種造血幹細胞移植を行った

ATL患者72名のうち染色体検査を施行

した 46 名の中で染色体異常を認めた

26 名について検討した。染色体検査を

行った検体は、末梢血 11名、骨髄8名、

リンパ節6名、胸水1名であった。 

  染色体検査は、Gバンド染色を行い、

染色体数の異常と構造異常について解

析を行った。また、染色体異常と移植後

の生存に及ぼす影響について検討した。 

   統計解析は、EZR (Kanda Y. Bone 

Marrow Transplantation 2013)を用い

た。 

（倫理面への配慮） 

    ATL 患者の予後は不良であり、常

に患者は不安を抱えており、同種移植の

実施についても常に患者心理に配慮し

慎重に同意と説明を得た。 

 

C．研究結果 

   患者背景は、男性 13 名、女性 13

名、年齢中央値は 54歳（34-65歳に分

布）、急性型 25名、リンパ腫型 1名、

移植細胞源は、骨髄21名、末梢血2名、

臍帯血3名であった。前処置方法は、骨

髄破壊的前処置18名、骨髄非破壊的前

処置8名で、移植時の寛解状態は完全寛

解6名、非完全寛解20名であった。 
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26 名の生存期間中央値は、173 日

（12-2895日に分布）で、3年生存率は

40.1%であった。 

染色体数の異常は、性染色体の欠失（-X 

5例、 -Y 1例）、-14番 5例、-10番 3

例であった。14 番の欠失は、移植後の

全生存期間が短くなる傾向がみられた

（P=0.064）。染色体の構造異常は、14q 

10例、7q 7例、4q、6q 、9qがそれぞ

れ6例に認められた。染色体の構造異常

の数の中央値は 4個であった。ATL患

者の移植後の全生存期間に有意な影響

を及ぼす染色体の構造異常はみられな

かったが、 1q21（P=0.068）、 5q

（P=0.051）、13p（P=0.051）、 15p

（P=0.060）などの構造異常は、全生存

期間を短縮する傾向が認められた。 

 

 D．考察 

   染色体異常が同種造血幹細胞移植

を施行した  ATL 患者の生存に及ぼす

影響について解析を行った。ATL 患者

の移植後の全生存期間に影響を及ぼす

共通した染色体の数的異常や構造異常

は認められなかったが、14 番の欠失や

1q21、5q、13p、15pなどの構造異常は

予後不良と関連する傾向が認められた。 

同種造血幹細胞移植を施行していない

ATL 患者でみられた染色体異常と予後

との関連性が同種移植施行例では少な

かったが、その理由として同種造血幹細

胞移植療法がある程度ATL患者の予後

不良を克服している可能性が考えられ

る。 

いずれにしてもさらに多くのATL症例

での解析によって、ATL 患者の染色体

異常と移植後の患者の予後との関連性

を明らかにする必要がある。 

 

E．結論 

   今回の解析では、染色体異常と同種

造血幹細胞移植後の予後との関連性を

示すことはできなかったが、多くの

ATL 症例の解析にて明らかにする必要

がある。 

 

F．健康危険情報 

   なし 
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夫： 本邦における慢性・くすぶり

型 ATLの後方視的解析．第 12回

日本臨床腫瘍学会学術集会，福岡，
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Shimoyama T, Sugawara T, 

Takatsuka Y, Takeuchi S, 
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score and sIL-2R on outcomes 

after allo-HSCT for ATL. 第76回

日本血液学会学術集会，大阪，平成

26年10月31日～11月2日.(ポス

ター) 

34. 竹内昇吾、中野伸亮、窪田歩、徳永

雅仁、徳永真弓、糸山貴浩、牧野虎

彦、高塚祥芝、宇都宮與：成人 T

細胞性白血病/リンパ腫に対する高
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

1. 特許取得 

  なし  

2. 実用新案登録 

  なし        

3. その他 

  なし 
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厚生労働科学研究委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 
委託業務成果報告（業務項目） 

 

ATLLのドライバー遺伝子変異の同定 

 
  担当責任者  小川誠司 京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学 教授 
   柴田龍弘 国立がん研究センター がんゲノミクス研究分野 分野長 
   下田和哉 宮崎大学医学部 内科学講座消化器血液学分野 教授 
     
研究要旨： ATLLに対する化学療法の効果は不良であり、造血幹細胞移植は一定の割合で治癒が

期待できるものの、発症年齢の高齢化等から対象となる症例は限られている。そのため、化学療法、

移植療法以外の手法によるATLL 治療戦略の確立が急務である。今後の ATLL 治療戦略において腫瘍

細胞に存在する遺伝子変異を対象とした分子標的療法の開発は極めて重要な位置を占めると考えら

れる。今年度、われわれはATLLに対する遺伝子解析を行い、ATLLのドライバー遺伝子同定のための

網羅的カタログ作成を行った。その結果、ATLLにおいて有意に変異している50個の遺伝子を同定し

た。見いだされた変異遺伝子産物の多くは、既知の重要な細胞内情報伝達機構に関与しており、こ

の中にATLLの発症メカニズムに直結するドライバー遺伝子が含まれていると考えられる。パスウェ

イ解析からは、変異遺伝子の約半数が Tax に関連した経路に関与していることが明らかとなった。

本研究によって、ドライバー遺伝子の同定、ひいてはATLLの発症機序の解明と発症前診断の開発、

新規治療標的を同定するための基盤となる網羅的遺伝子変異情報が得られた。 

A. 研究目的 
ATLL に対する化学療法の効果は限定的で
あり化学療法単独による長期生存は約 15％
と極めて予後不良である。同種造血幹細胞
移植は治癒を期待しうる治療手段であるが、
ATLL 発症者の高齢化も相まって血縁ドナー
を有する症例は少なく、コーディネートに
一定の時間を要する非血縁者間造血幹細胞
移植を実施するまでの期間に病状が悪化し、
移植が不可能となる患者も少なくない。さ
らに、ATLL に対する造血幹細胞移植は高い
治療関連死亡を伴う。最近行われた全国調
査によると ATLL の発症平均年齢は 68.8 歳
であり、これは造血幹細胞移植療法の適応
とされる年齢の上限にほぼ等しい。以上か
ら、ATLL 患者の多くは同種造血幹細胞移植
の対象となり得ず、化学療法、移植療法以
外の手法による治療戦略の確立が期待され
ている。とりわけ、近年その可能性が広が
っている腫瘍細胞における遺伝子変異を対
象とした分子標的療法は、次世代の ATLL 治
療戦略として極めて魅力的な手法である。 
 体細胞突然変異は全てのがん細胞にお
いて存在しており、その一部はドライバー
変異と呼称されている。ドライバー変異の
存在は、腫瘍細胞に増殖面での優位性を付

与する等して発がんに関わるとされている。
それに対して、その他の変異はパッセンジ
ャー変異と呼ばれ、偶然乗り合わせたバス
の乗客になぞらえて表現、解釈されている。
言い換えれば、ドライバー遺伝子とは「が
ん化に重要な遺伝子」であると定義できる。
今回われわれは ATLL 患者より得た腫瘍細
胞のゲノム配列を解読し、ATLL にみられる
体細胞突然変異について初めての網羅的解
析を実施し、ATLL のドライバー遺伝子を同
定するためのカタログ作成を試みた。 

 
B. 研究方法 
本研究参加施設より得られたATLL症例を
中心とした Discovery cohort（N = 50）を
用いて、50 例に全エクソーム解析、10 例に
全ゲノム解析、31 例に RNA シークエンス、
50 例に SNP アレイ解析を実施した。これら
の解析結果を基盤として、別個に収集した
Extended cohort（N = 406）を対象として、
321 例に 146 個の候補遺伝子を対象とした
標的シークエンス解析を、406 例に SNP ア
レイ解析を実施した。 
（倫理面への配慮） 
患者検体の収集、遺伝子解析については、
参加施設において倫理委員会の承認を受け
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て実施されており、匿名化による個人情報
保護等の人権擁護上の配慮、不利益・危険
性の排除、説明と文書による同意が行なわ
れている。 

C. 研究結果 
全エクソーム解析から、ATLL では 1症例
あたり中央値 75.1 個の遺伝子変異が存在
することが明らかとなった。15 個の遺伝子
について ATLL では有意に高頻度で変異が
出現しており、これらはドライバー遺伝子
の候補と考えられた。急性型 ATLL、リンパ
腫型 ATLL におけるこれらドライバー遺伝
子候補の中央値は 3 個であった。引き続い
て実施した 321 症例を対象とした標的シー
クエンス解析からは、検討した 146 遺伝子
のうち 50 個の遺伝子が ATLL 細胞において
有意に変異していることが明らかとなり、
ATLL のドライバー遺伝子同定のための網羅
的カタログが作成できた（図）。これらの
遺伝子の中には、TP53 や FAS、CCR4 などの
既知の遺伝子異常、PLCG1 や CARD11、IRF4、
STAT3、TBL1XR1、GATA3、POT1、RHOA、TET2
などの他のリンパ系腫瘍で同定されている
変異、さらに新規の遺伝子変異(Gene A～U)
が含まれていた。驚くべきことに、これら
の遺伝子の中で15個の遺伝子に10％以上の
頻度で変異が認められた。また、ATLL で有
意に変異が認められる遺伝子に関して、そ
の遺伝子産物の機能に応じた分類を行った
ところ、1. T cell receptor signaling / 
NF-kB pathway 、 2. G protein-coupled 
receptor、3. NOTCH and JAK/STAT signaling、
4. Transcriptional regulation 、 5. 
Immune-surveillance 等の重要な経路に関
わっていることが明らかとなった。また、
ATLL細胞において有意に変異またはコピー
数異常をきたしている遺伝子産物の約半数
が、HTLV-1 の pX 領域にコードされ種々な
細胞生存シグナルを活性化することで細胞
を不死化する Tax と直接会合する、または
Tax に関連する経路に関与するものである
ことが明らかとなった。 

 
D. 考察 
腫瘍細胞に存在している多数の体細胞突
然変異から、がん化に重要なドライバー変
異とパッセンジャー変異を区分することは、
単に腫瘍の発症機序を解明することにつな
がるのみならず、従来の抗がん剤を中心と
した治療法とは全く異なった機序の新規治
療法（分子標的療法）を開発する上で極め
て重要である。様々な阻害剤や化合物が開

発され、個々の遺伝子変異を対象にした分
子標的治療の可能性が広がった現在では、
ドライバー遺伝子の中でも短期間に実現可
能な治療の対象となり得る遺伝子を見いだ
すことが重要である。 
今回、われわれは ATLL におけるドライバ
ー遺伝子変異を同定するための基盤となる
網羅的カタログ作成を行った。その結果、
ATLLにおいて有意に変異している50個の遺
伝子を抽出することが可能であった。これ
らの候補遺伝子産物の機能解析を通して
ATLL におけるドライバー変異の同定を行う
ことが、ATLL の発症機序解明、発症前診断
の開発、新規治療法の開発につながると考
えられる。また、これまでの解析によって、
変異遺伝子の産物が様々な細胞内情報伝達
機構に関与していることが明らかとなって
いる。とりわけ、変異遺伝子の約半数が Tax
経路に関与していることは、ATLL 研究者の
間において長年の疑問であった「ATLL 細胞
における Tax 発現の低下」について、1.Tax
の発現抑制によるホスト免疫よりの回避、
2.遺伝子変異に伴う Tax 経路の活性化によ
る増殖優位性と腫瘍原性の保持、という新
たな仮説を提唱することにつながり意義深
いと考えられる。一般に、ドライバー変異
とパッセンジャー変異を明快に区分するこ
とは難しく、また臨床現場において治療標
的となるものが、必ずしもドライバー変異
だけとは限らないとされていることから、
ATLL に対する新規治療法の開発においては、
Tax 経路を含め、今回の検討で見いだされた
情報伝達経路の関連分子（上流または下流
分子）の阻害も視野に入れた検討を行う必
要があると思われる。 

 
E. 結論 
ATLL を対象として、網羅的遺伝子解析を
実施した。ATLL 細胞において 50 個の遺伝
子が有意に変異していることを明らかとし、
ドライバー遺伝子を同定するための基盤と
なる遺伝子変異情報を得た。 
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厚生労働科学研究委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 
委託業務成果報告（業務項目） 

 

ATLL のクローン進展の解析 

 
  担当責任者  下田和哉 宮崎大学医学部 内科学講座消化器血液学分野 教授 
   小川誠司 京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学 教授 
   柴田龍弘 国立がん研究センター がんゲノミクス研究分野 分野長 
   北中 明 宮崎大学医学部 内科学講座消化器血液学分野 准教授 
     

研究要旨： ATLL に対する化学療法の効果は不良であり、ATLL 症例の多くは化学療法の
終了後あるいは化学療法継続中に病勢の進行をきたし、最終的に死亡への転帰をとる。ATLL
細胞が短期間に治療不応性となる機序は不明であり、初診時と再発時の腫瘍細胞における遺
伝子プロファイルの詳細も不明である。ATLL の再発時クローンが、1.初診時に中心的であっ
たクローンに更なる遺伝子変異が付加され再燃する、2.化学療法後に残存したマイナークロ
ーンに新たな変異が加わり再発時の主要クローンとなる等、どのようなパターンを取るのか
を知ることは、今後の治療戦略の策定に重要な情報となる。われわれは、研究参加施設で化
学療法を受けた ATLL 患者を対象として再発時、再燃時に同一症例から経時的なサンプル採
取を行い、ATLL におけるクローン進展の解析を実施している。 

 
A. 研究目的 
ATLL の多くは、化学療法の終了後あるいは
化学療法継続中に再燃、病勢の進行をきたし、
最終的に患者の死亡へとつながる。これまでに
他の造血器腫瘍において時間の経過とともに
腫瘍細胞内で細胞遺伝学レベルのクローン進
展が起きることが報告されている。例えば急性
骨髄性白血病(AML)では、再発時の腫瘍細胞に
ついてディープ・シークエンスを用いた解析を
行うことによって、初発時と再発時の遺伝子変
異スペクトラムが詳細に比較検討されている。
その結果、AML では、1.初診時に中心的であっ
たクローンに更なる遺伝子変異が付加され再
燃する、2.化学療法後に残存したマイナークロ
ーンに新たな変異が加わり再発時の主要クロ
ーンとなる、の 2つのクローン進展機序が見い
だされた。ATLL においては、この様なクロー
ン進展に関する検討はこれまで十分になされ
ておらず、化学療法に対する早期の耐性獲得の
メカニズムを知る上でも重要な課題である。 
 本研究において、われわれは研究参加施設
で化学療法を受けた ATLL 患者の再発時、再燃
時に経時的なサンプル採取を可能とするシス
テムを構築し、ATLL におけるクローン進展の
解析を行うことを目的とした。また、クローン
進展解析の一環として、HTLV-1 キャリア末梢
血より CD4 陽性細胞を濃縮し、HTLV-1 感染細

胞中において、ATLL に頻発するものと同様の
遺伝子変異が存在するのか否かを検討するた
めの解析手法の確立を目指すこととした。 

 
B. 研究方法 
本研究参加施設において診断し、これまでに
診断時の腫瘍細胞に対して全エクソーム解析
を実施し得た ATLL 症例を対象として、化学療
法後の再発、再燃時に経時的なサンプル採取を
行った。また、新規に発症した ATLL 症例につ
いても、正常コントロールとしての口腔粘膜細
胞 DNA の採取を行い、全ゲノム解析、全エクソ
ーム解析によるクローン進展の解析を実施可
能とした上で、経時的なサンプル採取を行った。 
HTLV-1 キャリア末梢血より濃縮した CD4 陽
性細胞中の遺伝子変異解析を実施するための
予備的検討として、凍害防止剤の存在下で凍結
保存した健常人ヒト末梢血より CD4 マイクロ
ビーズ及び LS カラムを用いて CD4 陽性細胞を
純化し、遺伝子解析が可能な検体を回収し得る
か否かを検討した。 
（倫理面への配慮） 
患者検体、健常人検体の収集、遺伝子解析に
ついては、参加施設において倫理委員会の承認
を受けて実施されており、匿名化による個人情
報保護等の人権擁護上の配慮、不利益・危険性
の排除、説明と文書による同意が行なわれてい
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る。 
 
C. 研究結果 
これまでに全エクソーム解析を終了した症
例のうち 2 症例から再発時の検体採取を行っ
た。現在、全エクソーム解析を実施中または実
施予定の症例から 3 例の再発時検体が集積さ
れており、順次、再発時クローンの網羅的遺伝
子解析を実施していく。 
濃縮 CD4 陽性細胞を用いた検討において、1
ヶ月間液体窒素中で凍結保存した 1 x 107個の
健常人末梢血単核球中の CD4 陽性細胞の割合
は約 50％、CD4 ポジティブセレクション施行後
の回収細胞中 CD4 陽性細胞は、＞95％であった。
純化後の細胞からは、0.5μg程度のゲノム DNA
が抽出可能であった。この DNA を鋳型とした
PCR 反応では良好な増幅がみられ、様々なアプ
リケーションに使用可能であることが確認さ
れた。 

 
D. 考察 
次世代シークエンサーは、従来のサンガー法
とは異なったシークエンス原理を用いること
によってDNAの塩基配列を網羅的かつ超高速に
解析することを可能とした。次世代シークエン
サーを用いてディープ・シークエンスを実施す
ることにより、単に代表的腫瘍細胞クローンに
おける遺伝子変異を検出するのみにとどまら
ず、様々な変異をもつごく微量のクローンの存
在までもが解析可能となった。これまでに各種
の悪性腫瘍について疾患の進行や、治療の過程
における“クローン進展： Clonal Evolution”
が観察されている。悪性腫瘍のゲノムは化学療
法に使用された薬剤（抗がん剤）によって著し
い修飾を受け変化すると考えられており、これ
が治療耐性クローンの出現メカニズムの一つ
とみなされている。ATLL においてクローン進展
の様式を解明することは、治療耐性メカニズム
の一端を明らかとするのみならず、疾患の経過
に伴って治療の標的となる分子を変更または
拡張しうることにつながり、ATLL に対する新規
治療戦略の策定において、その一助になると期
待される。また、HTLV-1 キャリア末梢血より濃
縮したCD4陽性細胞を用いた標的シーケンスに
よる遺伝子変異の検出が可能になった場合、キ
ャリアから ATLL への発症前診断を可能とする
ことにつながる。ATLL 発症リスクの高いキャリ
アが同定できると、発症予防を目的とした早期
治療介入を実現する可能性があり、その意義は
大きい。 
 

E. 結論 
ATLL を対象として、クローン進展のメカニ
ズム解明を目的とした検体集積、遺伝子解析体
制を構築し、検体収集と解析を開始した。また、
HTLV-1 キャリア末梢血を用いた次世代シーク
エンサーによる遺伝子変異解析を行うための
予備的な検討を実施した。 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

 該当事項なし 

2.実用新案登録 

 該当事項なし 

3.その他 
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厚生労働科学研究委託費 革新的がん医療実用化研究 

「全例登録を基盤とした臨床情報と遺伝子情報の融合による ATLL 予後予測モデル、 

発症前診断の開発と、ATLL クローン進化機序の解明」 

（研究開発代表者 下田和哉） 

 

平成 26 年度第一回班会議総会 

 

日時： 平成 27 年 3 月 20 日（金） 14：00〜16：45 

場所： 国立がん研究センター 第 2会議室 

 

1 開会の挨拶、下田班概要         （10 分）（14:00〜14:10） 

  宮崎大学医学部 消化器血液内科      ○下田和哉 

 

セッション 1             座長  柴田龍弘 

 

2 ATL の統合的分子解析          （25 分）（14:10〜14:35） 

  京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学    小川誠司、○片岡圭亮 

 

3 ATL の全ゲノム解読          （20 分）（14:35〜14:55） 

  国立がん研究センター がんゲノミクス研究分野  柴田龍弘、○十時 泰 

 

4 ATL における RHOA 変異          （15 分）（14:55〜15:10） 

  京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学    小川誠司、○永田安伸 

 

休憩（20 分 15:10〜15:30） 

 

セッション 2             座長  宇都宮與 

 

5 染色体異常が ATL に対する同種移植成績に及ぼす影響 -単施設後方視的検討- 

               （15 分）（15:30〜15:45） 

  今村病院分院 血液内科        宇都宮與、○中野伸亮 

 

6 熊本医療センターでの ATL 診療の現状     （15 分）（15:45〜16:00） 

  熊本医療センター 血液内科       ○日高道弘 

 

7 ATLL における臨床情報と遺伝子変異情報の統合  （15 分）（16:00〜16:15） 

  宮崎大学医学部 消化器血液内科      ○北中 明 

 

 

 

8 総合討論       下田和哉   （30 分）（16:15〜16:45）閉会 
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学 会 等 発 表 実 績 
 
１．学会等における口頭・ポスター発表 
 

発表した成果（発表題目、
口頭・ポスター発表の別） 

発表者氏名 発表した場所 
（学会等名） 

発表した
時期 

国内・外
の別 

Landscape of Genetic 
Alterations in Adult 
T-Cell Leukemia/Lymphoma 
口頭 

Kataoka K, Nagata 
Y,Kitanaka A, Totoki Y, 
Yasunaga J, Kotani S, 
Sato-Otsubo A, Sanada M, 
Shiraishi Y, Shimomura T, 
Chiba K, Tanaka H, Suzuki 
H, Sato Y,Shiozawa Y, 
Yoshizato T, Kon A, 
Yoshida K, Hishizawa M, 
Munakata W, Nakamura H, 
Hama N, Shide K, Kubuki Y, 
Hidaka T, Kameda T, 
Ishiyama K, Miyawaki S, 
Ishii R, Nureki O, Nagae 
G,Aburatani H, Miyano S, 
Takaori-Kondo A, 
Watanabe T, Matsuoka M, 
Shibata T, Shimoda K, 
Ogawa S. 

56th American 
Society of 
Hematology Annual 
Meeting (San 
Francisco, USA) 

2014年 
12月6日～
9日 

国外 

Novel biological effects 
and distinct patterns of 
Rhoa mutations in adult 
T-cell leukemia/lymphoma 
and angioimmunoblastic T 
cell lymphoma 
ポスター発表 

NagataY, Enami T, Kontani 
K, Kataoka K, 
Sakata-Yanagimoto M, 
Kitanaka A, Sato A, 
Shiraishi Y, Chiba K, 
Tanaka H, Shiozawa Y, Kon 
A, Yoshida K, Sanada M, 
Ishiyama K, Miyawaki S, 
Ishii R, Nureki O, Miyano 
S, Shimoda K, Watanabe T, 
Katada T, Chiba S, Ogawa 
S. 

56th American 
Society of 
Hematology Annual 
Meeting (San 
Francisco, USA) 

2014年 
12月6日～
9日 

国外 

Landscape of ｇenetic 
alterations in adult 
T-cell Leukemia/Lymphoma 
口頭 

Kataoka K, Nagata Y, 
Kitanaka A, Sato-Otsubo 
A, Totoki Y, Yasunaga J, 
Sanada M, Shiraishi Y, 
Chiba K, Tanaka H, 
Yoshizato T, Kon A, 
Shiozawa Y, Yoshida K, 
Munakata W, Nakamura H, 
Hama N, Shide K, Kubuki Y, 
Hidaka T, Kameda T, 
Ishiyama K, Miyawaki S, 
Ishii R, Nureki O, Nagae 
G,Aburatani H, Miyano S, 
Watanabe T, Matsuoka M, 
Shibata T,Shimoda K, 
Ogawa S. 

第76回日本血液学
会学術総会（大阪） 

2014年 
10 月 31 日
～11月2日 

国内 

Comprehensive genomic 
characterization of 
adult T-cell 
leukemia/lymphoma 
口頭 

Kataoka K, Nagata Y, 
Kitanaka A, Sato-Otubo A, 
Totoki Y, Yasunaga j, 
Aburatani H, Miyano S, 
Watanabe T, Matsuoka M, 
Shibata T, Shimoda K, 
Ogawa S. 

第73回日本癌学会
学術総会（横浜） 

2014年 
9月25日～
27日 

国内 

Novel distributions and 
biological effects of 
RHOA mutations in Adult 
T-cell Leukemia/Lymphoma 
and other PTCLs 
口頭 

Nagata Y, Enami T, 
Sakata-Yanagimoto M, 
Kataoka K, Kitanaka A, 
Sato A, Shiraishi Y, 
Sanada M, Miyano S, 
Shimoda K, Watanabe T, 
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第73回日本癌学会
学術総会（横浜） 

2014年 
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Molecular 
characterization of 
chronic-type adult 
T-cell 
leukemia/lymphoma: 
discovery of molecular 
biomarkers for acute 
transformation 
ポスター発表 

Yoshida N, Karube K, 
Utsunomiya A, Tsukasaki 
K, Imaizumi Y, Taira N, 
Uike N, Umino A, Arita K, 
Suguro M, Tsuzuki S, 
Kinoshita T, Nakamura S, 
Ohshima K, Seto M. 

American society 
of Hematology 
Meeting on 
Lymphoma Biology 
(Colorado,USA) 

2014年 
8月10日～
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国外 

ATL の予後因子：患者側、
腫瘍細胞側因子と dose 
intensity. 
ポスター発表 

上運天綾子、北中明、山
下清、外山孝典、前田宏
一、松岡均、河野浩、佐
藤誠一、石崎淳三、下田
和哉 

第111回日本内科
学会講演会（東
京） 

2014年 
4 月 11 日
～13日 

国内 

 
２．学会誌・雑誌等における論文掲載 
 

掲載した論文（発表題目） 発表者氏名 発表した場所 
（学会誌・雑誌等
名） 

発表した
時期 

国内・外
の別 

Recent advances in 
treatment of adult T-cell 
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Utsunomiya A, Choi I, 
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Cancer Science 2015 (in 
press) 
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Primary Central Nervous 
System Lymphoma in 
Miyazaki, Southwestern 
Japan, a Human 
T-Lymphotropic Virus 
Type-1 (HTLV-1)-Endemic 
Area: 
clinicopathological 
review of 31 cases. 

Maekawa K, 
Moriguchi-Goto S, 
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Shimoda K, Takeshima H, 
Asada Y, Marutsuka K. 

J Clin Exp 
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2014; 54: 
179-185. 
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Uike N, Umino A, Arita K, 
Suguro M, Tsuzuki S, 
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Cancer Res 2014；74：
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Detection of the G17V 
RHOA Mutation in 
Angioimmunoblastic 
T-Cell Lymphoma and 
Related Lymphomas Using 
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Allele-Specific PCR. 

Nakamoto-Matsubara R, 
Sakata-Yanagimoto M, 
Enami T, Yoshida K, 
Yanagimoto S, Shiozawa Y, 
Nanmoku T, Satomi K, Muto 
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N, Yokoyama Y, Izutsu K, 
Ota Y, Sanada M, Shimizu 
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Takeuchi K, Nakamura N, 
Ogawa S, Chiba S. 

PLoS One. 2014；9：
e109714 
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Japan Clinical Oncology 
Group (JCOG) prognostic 
index and 
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Fukushima T, Nomura S, 
Shimoyama M, Shibata T, 
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signalling via PTEN 
phosphorylation in ATLL 
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